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農
林
水
産
関
係
予
算
の
重

点
事
項
は
、
①
物
価
高
騰
等

の
影
響
緩
和
対
策
②
食
料
安

全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構

造
転
換
対
策
③
「
総
合
的
な

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
政
策
大
綱
」

に
基
づ
く
施
策
の
実
施
④
持

続
可
能
な
成
長
に
向
け
た
農

林
水
産
施
策
の
推
進
⑤
防
災

・
減
災
、
国
土
強
靱
化
と
災

害
復
旧
等
の
推
進
―
の
五
つ

が
柱
。

①
の
物
価
高
騰
等
の
影
響

緩
和
対
策
に
は
１
１
２
７
億

円
を
計
上
。
う
ち
「
施
設
園

芸
等
燃
料
価
格
高
騰
対
策
」

に
８５
億
円
。
燃
油
・
ガ
ス
の

価
格
が
一
定
の
基
準
を
超
え

た
場
合
に
補
て
ん
金
を
交
付

す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
対

策
の
基
金
へ
の
積
み
増
し
を

行
う
。
「
配
合
飼
料
価
格
高

騰
緊
急
対
策
」
に
は
１
０
３

億
円
。
配
合
飼
料
価
格
の
高

騰
に
対
応
し
、
生
産
者
へ
の

補
て
ん
金
交
付
を
着
実
に
実

施
す
る
。
配
合
飼
料
価
格
安

定
制
度
の
異
常
補
て
ん
基
金

に
所
要
額
の
積
み
増
し
を
実

施
し
、
生
産
者
に
補
て
ん
金

を
交
付
す
る
。

②
の
食
料
安
全
保
障
構
造

転
換
対
策
に
は
１
６
４
２
億

円
を
計
上
。
う
ち
「
肥
料
の

国
産
化
・
安
定
供
給
確
保
対

策
」
に
２
７
０
億
円
。
国
内

肥
料
資
源（
家
畜
排
せ
つ
物
、

下
水
汚
泥
資
源
等
）
の
肥
料

利
用
な
ど
を
推
進
す
る
。

「
飼
料
自
給
率
向
上
総
合

緊
急
対
策
」
に
は
１
２
０
億

円
（
所
要
額
）
。
国
産
飼
料

の
供
給
・
利
用
拡
大
の
た
め

の
畜
産
農
家
と
耕
種
農
家
の

連
携
強
化
の
取
り
組
み
や
、

国
産
粗
飼
料
の
流
通
体
制
の

構
築
な
ど
を
支
援
す
る
。
ま

た
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

で
、
飼
料
増
産
に
必
要
な
施

設
整
備
や
機
械
導
入
を
支
援

す
る
優
先
枠
を
措
置
す
る
。

麦
・
大
豆
等
の
畑
作
物
の

増
産
に
向
け
て
、
「
畑
作
物

の
本
作
化
対
策
」を
措
置（
１

１
４
４
億
円
の
内
数
）
。
水

田
の
畑
地
化
や
畑
地
化
後
の

畑
作
物
の
定
着
ま
で
の
一
定

期
間
の
支
援
の
ほ
か
、
麦
・

大
豆
等
の
国
産
シ
ェ
ア
拡
大

の
た
め
の
商
品
開
発
・
Ｐ
Ｒ
、

ほ
場
の
団
地
化
、
水
田
の
畑

地
化
・
汎
用
化
な
ど
を
推
進

す
る
。

③
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
関
連
対
策

に
は
２
７
０
４
億
円
を
計

上
。
国
際
競
争
力
の
あ
る
産

地
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
刷
新
）

の
促
進
の
た
め
、
「
産
地
生

産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
」
に
３
０
６
億
円
、
畜
産

・
酪
農
収
益
力
強
化
総
合
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
の
た

め
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業

に
５
５
５
億
円
（
所
要
額
）

な
ど
を
充
て
る
。

④
に
は
、
酪
農
へ
の
支
援

策
と
し
て
、
生
乳
需
給
改
善

対
策
を
盛
り
込
ん
だ
。
「
酪

農
経
営
改
善
緊
急
支
援
事

業
」
に
５０
億
円
を
計
上
。
乳

量
が
少
な
い
等
の
低
能
力
牛

を
生
産
者
が
早
期
に
リ
タ
イ

ア
さ
せ
（
淘
汰
）
、
一
定
期

間
、
生
乳
の
生
産
抑
制
に
取

り
組
む
場
合
、
生
産
者
団
体

等
の
一
定
の
負
担
を
要
件

に
、
奨
励
金
を
交
付
す
る
。

「
乳
製
品
長
期
保
管
特
別

対
策
事
業
」
に
は
７
億
円
。

生
産
者
団
体
等
が
行
う
乳
製

品
の
長
期
計
画
的
な
販
売
に

伴
う
保
管
に
係
る
経
費
等
を

支
援
す
る
。

政
府
は
１１
月
８
日
、
食
料

安
定
供
給
・
農
林
水
産
業
基

盤
強
化
本
部
の
第
２
回
会
合

を
開
催
。
「
食
料
品
等
の
物

価
高
騰
対
応
の
た
め
の
緊
急

パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
（
案
）
が
了

承
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
で
食
料
安

全
保
障
上
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
中
、
関
係
省
庁
が
連
携
し

て
生
産
資
材
や
食
品
原
材
料

等
の
物
価
高
騰
に
対
応
す

る
。農

水
省
が
策
定
し
た
緊
急

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、
三
つ
の
柱

で
支
援
策
が
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
同
日
閣
議
決
定
し
た

２２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
案

に
計
上
さ
れ
た
。
他
省
庁
関

係
予
算
も
含
め
て
支
援
事
業

を
実
施
す
る
。

①
下
水
汚
泥
資
源
・
堆
肥

等
の
利
用
拡
大
に
よ
る
グ
リ

ー
ン
化
の
推
進
と
肥
料
の
国

産
化
・
安
定
供
給

堆
肥
や
下
水
汚
泥
資
源
等

の
肥
料
利
用
拡
大
を
図
る
た

め
、
畜
産
農
家
、
肥
料
メ
ー

カ
ー
、
耕
種
農
家
等
の
連
携

や
施
設
整
備
等
へ
の
新
た
な

支
援
策
を
創
設
す
る
。ま
た
、

土
壌
診
断
・
堆
肥
の
活
用
等

に
よ
る
化
学
肥
料
の
使
用
量

低
減
や
有
機
農
業
の
拡
大
な

ど
地
域
ぐ
る
み
の
モ
デ
ル
地

区
を
創
出
す
る
と
と
も
に
、

有
機
農
産
物
の
販
路
拡
大
・

新
規
需
要
開
拓
等
を
支
援
す

る
。支

援
事
業
と
し
て
、
「
下

水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
の

推
進
」
（
国
交
省
）
３０
億
円

（
下
水
汚
泥
資
源
の
流
通
経

路
の
確
保
等
に
向
け
た
マ
ッ

チ
ン
グ
や
施
設
整
備
、
Ｐ
Ｒ

等
を
支
援
）
、
「
ペ
レ
ッ
ト

堆
肥
流
通
・
下
水
汚
泥
資
源

等
の
肥
料
利
用
促
進
技
術
の

開
発
・
実
証
」
（
農
水
省
）

１０
億
円
、
「
国
内
肥
料
資
源

利
用
拡
大
対
策
」
（
同
）
１

０
０
億
円
（
畜
産
農
家
、
肥

料
メ
ー
カ
ー
、
耕
種
農
家
等

の
連
携
に
よ
る
国
内
資
源
の

利
用
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
支
援
）
、
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
緊
急
対

策
」（
同
）３０
億
円
を
計
上
。

②
小
麦
・
大
豆
・
飼
料
作

物
の
国
産
化
の
推
進

小
麦
・
大
豆
等
の
国
内
生

産
の
拡
大
や
安
定
供
給
の
た

め
の
施
設
整
備
支
援
、
畑
地

化
を
強
力
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、
耕
畜
連
携
に
よ
る
国

産
飼
料
生
産
へ
の
新
た
な
支

援
策
を
創
設
す
る
。

支
援
事
業
と
し
て
、
「
国

産
小
麦
・
大
豆
供
給
力
強
化

総
合
対
策
」
（
農
水
省
）
６４

億
円
、「
畑
地
化
促
進
事
業
」

（
同
）
２
５
０
億
円
（
水
田

を
畑
地
化
し
た
麦
・
大
豆
、

飼
料
作
物
な
ど
の
定
着
の
支

援
等
）
、
「
産
地
生
産
基
盤

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」（
同
）

３
０
６
億
円
の
内
数
、
「
飼

料
自
給
率
向
上
総
合
緊
急
対

策
」
（
同
）
所
要
額
１
２
０

億
円
、
「
米
粉
の
利
用
拡
大

支
援
対
策
」
（
同
）
１
４
０

億
円
を
計
上
。

③
食
品
ロ
ス
削
減
対
策
の

強
化
と
食
品
ア
ク
セ
ス
が
困

難
な
社
会
的
弱
者
へ
の
対
応

の
充
実
・
強
化

厳
し
い
納
品
期
限
等
の
商

慣
習
の
見
直
し
を
要
請
し
、

食
品
ロ
ス
削
減
を
強
化
す

る
。
ま
た
、
こ
ど
も
食
堂（
無

料
ま
た
は
低
額
の
食
堂
）
等

へ
の
食
品
の
提
供
を
行
う
フ

ー
ド
バ
ン
ク
や
、
食
育
の
取

り
組
み
な
ど
を
支
援
す
る
。

農
水
省
２
事
業
、
内
閣
府
１

事
業
で
計
２８
億
円
を
計
上
し

て
い
る
。

物
価
高
騰
対
策
な
ど
を
柱
と
す
る
総
合
経
済
対
策
（
１０
月
２８
日
閣
議
決
定
）
を
実
行
す

る
た
め
の
２２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
案
が
１２
月
２
日
、
参
議
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立
し

た
。
農
林
水
産
関
係
は
８
２
０
６
億
円
を
計
上
し
た
。
物
価
高
騰
等
の
影
響
緩
和
に
向
け

た
対
策
や
、
食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
た
構
造
転
換
な
ど
を
進
め
る
。
飼
料
価
格
の

高
騰
等
で
経
営
が
悪
化
し
て
い
る
畜
産
・
酪
農
の
対
策
も
盛
り
込
ん
だ
。

新
役
員
３
氏
を
選
任

全
国
開
拓
振
興
協
会

全
国
開
拓
振
興
協
会
・
西

谷
悟
郎
会
長
は
１１
月
２１
日
、

理
事
及
び
監
事
の
辞
任
に
伴

う
補
欠
選
任
の
た
め
、
会
員

宛
て
に
提
案
書
（
議
案
＝
理

事
２
名
及
び
監
事
１
名
選
任

の
件
）
を
発
出
。
１２
月
２
日

ま
で
に
全
会
員
の
同
意
（
賛

成
）
が
得
ら
れ
た
。

新
理
事
に
全
国
開
拓
農
業

協
同
組
合
連
合
会
代
表
理
事

会
長
の
新
津
賀
庸
氏
、
同
代

表
理
事
専
務
の
増
田
昌
洋

氏
、
新
監
事
に
福
岡
県
畜
産

事
協
代
表
理
事
理
事
長
の
平

嶋
勝
博
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任

し
た
。

農
民
運
動
全
国
連
合
会

（
農
民
連
）
な
ど
は
１１
月
３０

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
農
水

省
正
門
前
で
緊
急
集
会
「
畜

産
危
機
突
破

緊
急
中
央
行

動
」を
実
施
し
た（
写
真
右
）。

配
合
飼
料
や
輸
入
乾
牧
草

な
ど
の
高
騰
に
よ
り
、
畜
産

農
家
が
存
続
の
危
機
に
直
面

し
て
い
る
。
集
会
に
は
畜
産

農
家
や
農
業
関
係
者
ら
約
１

３
０
名
が
参
集
し
た
ほ
か
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
多
数
参
加

し
、
同
省
に
緊
急
対
策
を
求

め
た
。

主
催
者
挨
拶
に
続
い
て
、

東
京
大
学
大
学
院
・
鈴
木
宣

弘
教
授
が
ビ
デ
オ
で
ス
ピ
ー

チ
。
鈴
木
教
授
は
酪
農
家
が

か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
苦
境
に

立
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
危

惧
。
「
生
乳
や
米
な
ど
の
食

料
は
命
を
守
る
安
全
保
障
の

要（
か
な
め
）」と
強
調
し
、

農
畜
産
業
へ
の
大
規
模
な
予

算
措
置
の
必
要
性
を
訴
え

た
。次

に
、
各
地
の
酪
農
家
、

養
豚
・
養
鶏
農
家
ら
８
名
が

現
場
の
窮
状
を
伝
え
た
。

そ
の
後
、
全
国
開
拓
振
興

協
会
・
西
谷
悟
郎
会
長
（
三

瓶
開
拓
酪
農
農
協
代
表
理
事

組
合
長
、
島
根
県
酪
農
協
議

会
会
長
）
が
連
帯
挨
拶
（
写

真
左
）
。
西
谷
会
長
は
「
畜

産
危
機
は
食
料
危
機
が
始
ま

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
と

指
摘
し
、
食
料
を
守
る
た
め

に
「
家
族
経
営
が
成
り
立
つ

よ
う
な
経
営
環
境
を
つ
く
っ

て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

集
会
の
代
表
団
は
同
省
に

藤
木
眞
也
政
務
官
を
訪
ね
、

全
国
の
畜
産
農
家
約
５
０
０

人
分
の
「
畜
産
経
営
を
継
続

す
る
た
め
の
緊
急
要
望
書
」

を
提
出
し
た
。

鳥
イ
ン
フ
ル

発
生
相
次
ぐ

１０
月
２８
日
に
岡
山
県
倉
敷

市
の
養
鶏
場
で
今
季
初
の
発

生
が
確
認
さ
れ
た
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
そ

の
後
、
各
地
で
発
生
が
相
次

い
で
い
る
。
発
生
は
、
１７
道

県
・
３４
事
例
と
な
っ
た
（
１２

月
１２
日
時
点
）
。

昨
年
よ
り
発
生
時
期
が
早

い
。
発
生
が
確
認
さ
れ
た
各

道
県
で
は
、
発
生
農
場
の
飼

養
鶏
の
殺
処
分
、
移
動
制
限

・
搬
出
制
限
区
域
の
設
定
、

消
毒
等
の
防
疫
措
置
を
行
っ

た
。
検
出
さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス

は
、
致
死
率
が
高
い
高
病
原

性
の
Ｈ
５
Ｎ
１
亜
型
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
。

野
鳥
等
か
ら
の
ウ
イ
ル
ス

の
確
認
も
昨
年
よ
り
早
く
、

９
月
２５
日
以
降
、
１５
道
県
・

１
０
１
事
例
（
同
）
に
上
っ

て
い
る
。
飛
来
数
が
増
え
た

渡
り
鳥
が
ウ
イ
ル
ス
を
拡
散

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

農
水
省
は
１１
月
２８
日
、
都

道
府
県
宛
て
に
防
疫
対
策
の

再
徹
底
を
要
請
す
る
通
知
を

発
出
。
全
国
的
に
環
境
中
の

同
病
ウ
イ
ル
ス
濃
度
が
非
常

に
高
ま
っ
て
い
る
状
況
と
考

え
ら
れ
る
と
し
て
、
家
き
ん

（
鶏
、
ア
ヒ
ル
な
ど
）
飼
養

者
等
へ
の
防
疫
対
策
の
指
導

強
化
を
要
請
し
て
い
る
。
養

鶏
農
家
・
関
係
者
等
は
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
飼
養
衛
生
管

じ
ゅ
ん
し
ゅ

理
基
準
の
遵
守
な
ど
、
ウ
イ

ル
ス
の
農
場
へ
の
侵
入
防
止

対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

危
機
突
破
へ
緊
急
中
央
行
動

農
水
省
前
に
畜
産
農
家
ら
参
集

第
２
次

補
正
予
算

飼
料
・
穀
物
生
産
拡
大
を
支
援

物
価
高
対
応
へ
緊
急
パ
ッ
ケ
ー
ジ

政
府
、肥
料
・
飼
料
の
国
産
化
推
進

・「食料・農業 知っておきたい話」―１１６（２面）
・多面的機能支払交付金の中間評価 （３面）
・２１年 果樹など全耕種経営費増 （４面）
・トマト １０ａ当たり収量増加、裂果減少

（５面）
・中野さん（北海道）収益性評価で大臣賞 （６面）
・２１年 肉用牛生産費 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

８２０６

農
水
関
係
は
食
料
安
保
対
策
な
ど

億
円
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農
水
省
は
１２
月
５
日
、
２２

年
１
〜
１０
月
の
農
林
水
産
物

・
食
品
の
輸
出
額
を
公
表
し

た
。
総
額
は
前
年
同
期
比
１

４
８
６
億
円
（
１５
・
３
％
）

増
の
１
兆
１
２
１
８
億
円
と

な
り
、
２
年
連
続
で
１
兆
円

を
超
え
た
。畜
産
品
や
果
実
、

米
な
ど
が
好
調
で
、
昨
年
よ

り
１
ヵ
月
早
く
１
兆
円
を
突

破
し
た
。

輸
出
額
の
内
訳
は
、
農
産

物
（
加
工
食
品
を
含
む
）
が

７
１
９
３
億
円
（
前
年
同
期

比
１０
・
７
％
増
）
、
林
産
物

が
５
２
７
億
円
（
１２
・
８
％

増
）
、
水
産
物
が
３
１
３
７

億
円
（
３０
・
７
％
増
）
、
少

額
貨
物
が
３
６
１
億
円
（
１

・
６
％
減
）
。
こ
の
う
ち
加

工
食
品
が
４
１
５
０
億
円

（
１０
・
７
％
増
）
で
、
全
体

の
３７
・
０
％
を
占
め
て
い
る
。

政
府
は
農
林
水
産
物
・
食

品
の
輸
出
額
を
２５
年
に
２
兆

円
、
３０
年
に
５
兆
円
と
す
る

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
今
年

は
円
安
が
追
い
風
と
な
り
、

年
間
で
初
め
て
１
兆
円
を
超

え
た
昨
年
を
上
回
る
ペ
ー
ス

で
推
移
し
た
。

農
産
物
の
輸
出
額
を
品
目

別
に
み
る
と
、
畜
産
品
が
１

０
２
５
億
円（
１２
・
９
％
増
）

と
伸
び
た
。
牛
乳
・
乳
製
品

が
２
５
３
億
円
（
２６
・
６
％

増
）
、
鶏
卵
が
７３
億
円
（
４６

・
８
％
増
）と
好
調
だ
っ
た
。

一
方
、
牛
肉
は
４
１
２
億
円

（
２
・
０
％
減
）
、
豚
肉
は

１８
億
円
（
１４
・
５
％
減
）
と

減
少
に
転
じ
た
。

野
菜
・
果
実
等
も
４
８
０

億
円
（
１５
・
２
％
増
）
と
伸

び
た
。ブ
ド
ウ
が
４７
億
円（
１６

・
５
％
増
）
、
イ
チ
ゴ
が
３８

億
円
（
２８
・
７
％
増
）
、
モ

モ
が
２９
億
円（
２４
・
８
％
増
）

と
好
調
だ
っ
た
。
リ
ン
ゴ
は

８２
億
円
（
９
・
２
％
減
）
と

減
少
に
転
じ
た
。

こ
の
ほ
か
、
米
（
援
助
米

除
く
）
が
５８
億
円
（
２４
・
３

％
増
）
、
日
本
酒
が
３
９
５

億
円
（
２４
・
１
％
増
）
、
緑

茶
が
１
７
９
億
円
（
７
・
４

％
増
）
と
好
調
だ
っ
た
。

国
・
地
域
別
で
は
、
中
国

が
２４
・
５
％
増
の
２
２
９
３

億
円
（
金
額
構
成
比
２１
・
１

％
）
と
最
も
多
い
。
次
い
で

米
国
が
２０
・
８
％
増
の
１
６

５
５
億
円
（
１５
・
２
％
）
、

香
港
が
７
・
８
％
減
の
１
６

４
０
億
円
（
１５
・
１
％
）
、

台
湾
が
１９
・
５
％
増
の
１
１

１
７
億
円
（
１０
・
３
％
）
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。

悲
痛
な
訴
え

１１
月
３０
日
、
農
水
省
前
の
農
民

連
・
食
健
連
主
催
の
集
会
で
、「
酪

農
ヤ
バ
い
で
す
。
壊
滅
の
危
機
で

す
」
と
千
葉
県
の
酪
農
家
さ
ん
が

子
牛
と
と
も
に
訴
え
た
。

「
毎
日
、
毎
日
、
増
え
続
け
る

借
金
を
重
ね
な
が
ら
３
６
５
日
休

み
な
く
牛
乳
を
搾
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
乳
価
が
上
が
る
だ
ろ
う
と

淡
い
期
待
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、

希
望
が
持
て
ま
せ
ん
。
国
の
政
策

に
乗
っ
て
、
借
金
を
し
て
頭
数
を

増
や
し
た
け
ど
、
借
金
が
大
き
す

ぎ
て
酪
農
や
め
て
返
済
で
き
る
金

額
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年
の
３

月
ま
で
に
、
９
割
の
酪
農
家
が
消

え
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

牛
乳
が
飲
め
な
く
な
り
ま
す
」

「
酪
農
が
壊
滅
す
れ
ば
、
牧
場

の
従
業
員
も
、
獣
医
さ
ん
、
エ
サ

屋
さ
ん
、
機
械
屋
さ
ん
、
ヘ
ル
パ

ー
さ
ん
、
農
協
、
県
酪
連
、
指
定

団
体
、
ク
ー
ラ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

職
員
、
集
乳
ド
ラ
イ
バ
ー
、
牛
の

薬
屋
さ
ん
、
牛
の
種
屋
さ
ん
、
削

蹄
師
さ
ん
、
検
査
員
、
乳
業
メ
ー

カ
ー
、
酪
農
・
乳
業
の
業
界
紙
の

関
係
者
、
み
ん
な
仕
事
を
失
い
ま

す
。み
な
さ
ん
に
お
詫
び
し
ま
す
」

始
ま
っ
た
生
乳
廃
棄

乳
製
品
需
給
の
緩
和
は
、
「
バ

タ
ー
不
足
」
に
端
を
発
し
た
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー
政
策
に
よ
る
莫
大
な

借
金
を
伴
う
増
産
誘
導
と
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
在
庫
増
が
主
因
で
酪
農

家
の
せ
い
で
は
な
い
。
手
の
ひ
ら

返
し
に
、
「
牛
乳
搾
る
な
、
牛
殺

せ
」
と
言
う
の
は
、
二
階
に
上
げ

は

し

ご

て
勝
手
に
梯
子
を
外
す
も
の
で
、

無
責
任
極
ま
り
な
い
。
需
給
緩
和

だ
か
ら
と
言
っ
て
赤
字
で
苦
し
む

酪
農
家
の
乳
価
を
上
げ
ら
れ
な
い

と
い
う
の
も
、
乳
価
を
据
え
置
い

て
乳
製
品
在
庫
処
理
の
多
額
の
負

担
金
を
酪
農
家
に
出
さ
せ
る
の
も

不
条
理
で
あ
る
。

し
か
も
、
乳
製
品
在
庫
が
過
剰

だ
か
ら
、
国
内
で
は
「
牛
乳
搾
る

な
、
牛
殺
せ
」
と
い
い
な
が
ら
、

「
低
関
税
を
適
用
す
る
枠
」
で
最

低
輸
入
義
務
で
は
な
い
の
に
、
大

量
の
、
し
か
も
国
産
よ
り
割
高
に

な
っ
て
き
て
い
る
輸
入
は
、
米
国

が
怖
い
か
ら
続
け
、
国
内
に
は
強

制
減
産
を
要
請
し
て
い
る
。

す
で
に
生
乳
廃
棄
が
始
ま
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
酪
農
家
さ
ん
の

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
へ
の
投
稿
だ
。

「
追
い
詰
め
ら
れ
た
北
海
道
酪

農
、
利
益
も
気
力
も
出
な
い
中
の

断
腸
の
廃
棄
、
今
日
も
１
㌧
。
流

れ
出
る
生
乳
は
正
し
く
私
の
魂
。

悲
し
く
て
悲
し
く
て
や
り
き
れ
な

い
。
人
格
喪
失
し
か
ね
な
い
大
罪

で
す
。
何
の
た
め
に
？
組
合
の
約

束
だ
か
ら
生
産
調
整
だ
か
ら
？
さ

ん
ざ
ん
命
を
ご
み
の
よ
う
に
扱
い

罪
を
負
い
つ
つ
、
利
益
も
で
な
い

毎
日
な
の
に
牛
飼
い
は
ひ
た
す
ら

に
命
を
削
り
な
が
ら
必
ず
い
い
時

が
来
る
と
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
な

が
ら
戦
っ
て
ま
す
。
酪
農
ほ
ど
尊

い
し
か
も
誇
り
高
い
仕
事
は
な
い

と
思
う
自
分
が
廃
棄
を
し
て
い

る
。
牛
た
ち
よ
申
し
訳
な
い
。
牧

場
を
去
っ
た
多
く
の
御
霊
よ
許
し

て
お
く
れ
。
風
前
の
灯
火
が
消
え

ぬ
よ
う
私
も
頑
張
る
か
ら
」
。
ど

う
し
て
こ
ん
な
不
条
理
が
続
く
の

か
。そ

れ
で
も
動
か
ぬ
政
策

欧
米
は
、
乳
製
品
の
政
府
買
い

入
れ
に
よ
る
国
内
外
の
援
助
に
加

え
て
、
酪
農
家
の
所
得
の
１
０
０

％
を
超
え
る
補
助
金
や
「
乳
価
―

餌
代
」
の
マ
ー
ジ
ン
補
償
で
酪
農

家
の
赤
字
を
政
策
で
埋
め
て
い

る
。日

本
で
は
「
収
入
保
険
が
あ
る

じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
議
論
が
出

て
く
る
。
日
本
の
酪
農
に
は
、
牛

肉
や
豚
肉
の
よ
う
な「
マ
ル
キ
ン
」

（
生
産
費
か
ら
市
場
価
格
を
引
い

た
赤
字
の
９
割
を
基
金
で
補
て
ん

す
る
）
の
仕
組
み
は
な
い
が
、
収

入
保
険
が
で
き
た
の
に
、
入
っ
て

い
な
い
農
家
が
自
業
自
得
だ
と
言

う
の
だ
。
冗
談
で
は
な
い
。

収
入
保
険
は
そ
も
そ
も
過
去
５

年
間
の
平
均
収
入
よ
り
も
下
が
っ

た
額
の
８１
％
を
補
て
ん
す
る
も
の

で
あ
り
、
過
去
５
年
間
の
水
準
が

す
で
に
低
す
ぎ
れ
ば
、
そ
れ
よ
り

下
が
っ
た
額
の
８１
％
を
補
て
ん
し

た
と
こ
ろ
で
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
に
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
文
字

ど
お
り
収
入
し
か
見
な
い
の
で
、

今
回
の
よ
う
に
コ
ス
ト
が
２
倍
に

な
る
よ
う
な
事
態
に
は
無
力
だ
。

制
度
の
改
善
が
不
可
欠
だ
。

関
連
産
業
・
組
織
は

運
命
共
同
体

日
本
で
は
、
赤
字
を
埋
め
る
た

め
に
さ
ら
に
借
金
が
膨
ら
み
、
自

ら
命
を
絶
つ
農
家
、
倒
産
の
連
鎖

が
始
ま
っ
た
。
日
本
酪
農
の
壊
滅

さ
え
懸
念
さ
れ
る
。
政
府
は
何
の

た
め
に
あ
る
の
か
。
消
費
者
も
小

売
業
界
も
メ
ー
カ
ー
も
輸
入
依
存

を
脱
却
し
、
国
産
を
支
え
よ
う
。

酪
農
家
が
壊
滅
し
た
ら
、
国
民
は

牛
乳
が
飲
め
な
く
な
り
、
関
連
業

界
も
潰
れ
る
。
農
協
も
潰
れ
る
。

み
な「
運
命
共
同
体
」だ
と
肝
に
銘

じ
な
い
と
自
身
の
未
来
も
な
い
。

国
に
も
働
き
か
け
よ
う
。
な
ぜ

補
正
予
算
３０
兆
円
の
う
ち
、
ダ
イ

レ
ク
ト
に
農
家
に
届
い
て
赤
字
を

補
て
ん
で
き
る
予
算
が
皆
無
な
の

か
。
せ
め
て
１
㌔
当
た
り
１０
円
を

全
酪
農
家
に
補
て
ん
す
る
と
し

て
、
搾
乳
牛
１
頭
（
牛
乳
１
万
㌔

搾
れ
る
と
計
算
）
に
換
算
す
る
と

１
頭
当
た
り
１０
万
円
を
交
付
し
て

も
７
５
０
億
円
だ
。

そ
ん
な
金
付
け
ら
れ
る
か
、
と

財
務
省
は
一
蹴
し
て
く
る
だ
ろ
う

が
、
防
衛
費
は
５
年
で
４３
兆
円
と

い
う
な
ら
、
武
器
を
買
う
前
に
農

業
予
算
こ
そ
安
全
保
障
の
た
め
に

増
や
す
べ
き
だ
。
み
ん
な
で
動
い

て
、
超
党
派
の
議
員
立
法
で
「
食

料
安
全
保
障
推
進
法
」
を
成
立
さ

せ
、財
務
省
の
縛
り
を
打
破
し
て
、

安
全
保
障
予
算
と
し
て
食
料
、
酪

農
畜
産
に
数
兆
円
規
模
の
予
算
を

早
急
に
付
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

「
防
衛
費
５
年
で
４３
兆
円
」
＋

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
強
化
」
の
一

方
で
「
農
業
消
滅
」
が
進
ん
で
し

ま
い
、
「
兵
糧
攻
め
」
さ
れ
て
、

日
本
人
の
餓
死
は
本
当
に
現
実
味

を
帯
び
て
く
る
。

第116回

米
国
農
務
省
は
１２
月
９

日
、
２
０
２
２
／
２３
年
度
８

回
目
の
世
界
及
び
主
要
国
の

穀
物
・
大
豆
に
関
す
る
需
給

見
通
し
を
発
表
し
た
。
前
回

ま
で
の
見
通
し
と
同
様
、
世

界
の
穀
物
全
体
（
小
麦
、
粗

粒
穀
物
、
米
）
の
生
産
量
は

消
費
量
を
下
回
り
、
世
界
の

大
豆
の
生
産
量
は
消
費
量
を

上
回
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

穀
物
全
体
の
需
給
は
、
生

産
量
２７
億
３
７
４
８
万
㌧

（
前
年
度
比
２
・
１
％
減
）、

消
費
量
２７
億
６
９
９
４
万
㌧

（
１
・
３
％
減
）
、
期
末
在

庫
量
７
億
６
０
２
４
万
㌧

（
４
・
１
％
減
）
で
、
期
末

在
庫
率
は
２７
・
４
％
（
０
・

８
㌽
減
）
の
見
込
み
。

主
品
目
の
小
麦
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
大
豆
の
需
給
見
通

し
は
表
の
と
お
り
。
小
麦
と

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
量

は
、
前
月
の
見
通
し
か
ら
下

方
修
正
さ
れ
た
。

農
水
省
は
１１
月
２５
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法（
以

下
「
基
本
法
」
）
の
見
直
し

（
改
正
）
に
向
け
た
検
証
部

会
を
開
催
し
た
。
第
４
回
目

と
な
る
今
会
合
の
テ
ー
マ
は

「
人
口
減
少
下
に
お
け
る
担

い
手
の
確
保
」。
同
省
か
ら
、

食
料
・
農
業
・
農
村
を
め
ぐ

る
情
勢
の
変
化
に
つ
い
て
の

説
明
後
、
委
員
に
よ
る
意
見

交
換
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

基
本
法
は
、
農
業
政
策
の

基
本
的
な
方
向
を
示

す
も
の
と
し
て
、
１

９
９
９
年
に
制
定
さ

れ
た
。制
定
後
、基
幹

的
農
業
従
事
者（
※
）

数
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、
特
に
１５
年
（
１

７
６
万
人
）
か
ら
２０

年
の
５
年
間
で
２
割

以
上
減
少
し
、
２２
年

は
１
２
３
万
人
と
な

っ
た
。
平
均
年
齢
は

６７
・
９
歳（
２１
年
）。

年
齢
構
成
は
７０
歳

以
上
の
層
が
最
も
多

く
（
５７
％
、
６９
万
５

千
人
）
、
５０
代
以
下

は
２５
万
２
千
人
（
２１
％
）
に

と
ど
ま
る
。
同
省
は
「
今
後

２０
年
で
高
齢
者
が
リ
タ
イ
ア

し
た
後
、
基
幹
的
農
業
従
事

者
数
は
現
在
の
約
四
分
の
一

（
３０
万
人
）
ま
で
激
減
す
る

恐
れ
が
あ
る
」
と
説
明
。

生
産
年
齢
人
口
そ
の
も
の

が
減
少
す
る
状
況
の
中
で
、

離
農
す
る
経
営
体
の
農
地
の

受
け
皿
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
。
同
省
は
「
引
き
続
き

一
定
の
農
業
生
産
を
担
い
、

地
域
農
業
に
欠
か
せ
な
い
個

人
経
営
の
発
展
を
支
援
す
る

必
要
が
あ
る
一
方
、
農
業
生

産
に
お
け
る
ウ
ェ
イ
ト
が
今

後
も
高
ま
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
農
業
法
人
に
つ
い
て
、

そ
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
明

確
化
し
つ
つ
、
経
営

発
展
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
」
等
を
論
点

と
し
て
示
し
た
。

委
員
か
ら
は
、「
農

業
法
人
は
、
離
農
す

る
経
営
体
の
受
け
皿

と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
」

「
家
族
経
営
を
含
む

『
多
様
な
担
い
手
』

へ
の
支
援
が
必
要
で

あ
る
」
な
ど
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
た
。

同
部
会
は
、
基
本

法
の
改
正
を
見
据

え
、今
後
も
毎
月
開
か
れ
る
。

※
基
幹
的
農
業
従
事
者
と

は
、
１５
歳
以
上
の
世
帯
員
の

う
ち
、
ふ
だ
ん
仕
事
と
し
て

主
に
自
営
農
業
に
従
事
し
て

い
る
者
（
雇
用
者
は
含
ま
な

い
）
。

全
開
連
人
事

（
１２
月
１
日
付
）

▽
管
理
部
付
・
全
国
開
拓

振
興
協
会
出
向
（
北
海
道
支

所
長
）
松
本
比
出
美
▽
東
日

本
支
所
長

兼
務

北
海
道

支
所
長
（
東
日
本
支
所
長
）

本
多
由
和

全
国
開
拓
振
興
協
会
人
事

（
１２
月
１
日
付
）

▽
開
拓
情
報
部

松
本
比

出
美

世界の穀物・大豆需給見通し 米国農務省

大豆

３億９１１７万ｔ
（１０．０％増）

３億８０８８万ｔ
（４．８％増）

１億２７１万ｔ
（７．４％増）

２７．０％
（０．７㌽増）

※（ ）内は前年度比増減。期末在庫率（％）＝期末在庫量×１００／消費量

トウモロコシ

１１億６１８６万ｔ
（４．５％減）

１１億７０５５万ｔ
（２．６％減）

２億９８４０万ｔ
（２．８％減）

２５．５％
（０．０５㌽減）

小麦

７億８０５９万ｔ
（０．２％増）

７億８９５３万ｔ
（０．５％減）

２億６７３３万ｔ
（３．２％減）

３３．９％
（１．０㌽減）

生産量

消費量

期 末
在庫量

期 末
在庫率

２２／２３年度 世界の需給見通し

穀
物生産が消費を下回る

農
産
物
・
食
品
輸
出
、２
年
連
続
１
兆
円
超

２２
年
１
〜
１０
月
畜
産
品
・
果
実
な
ど

好
調

基幹的農業従事者、今後２０年で激減も
基 本 法
検証部会担い手確保をテーマに議論

日本酪農の灯を消してはならない日本酪農の灯を消してはならない
東京大学教授 鈴木宣弘氏
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復
刻
本
紹
介

「
岩
手
山
麓

戦
後
１２
年

目
の
開
拓
村
を
み
る
」

岩
手
花
平
農
協

農
水
省
は
１０
月
２６
日
、「
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
の
中

間
評
価
（
２２
年
１０
月
）
」
を

公
表
し
た
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

（
以
下
、
同
交
付
金
）
を
含

む
日
本
型
直
接
支
払
制
度

（
ほ
か
に
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
交
付
金
、
環
境
保

全
型
農
業
直
接
支
払
交
付

金
）
は
１４
年
度
に
創
設
さ
れ

た
。
１９
年
度
の
施
策
の
見
直

し
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
こ

と
か
ら
、
同
交
付
金
の
効
果

や
事
業
の
仕
組
み
な
ど
の
評

価
を
行
い
、
中
間
評
価
と
し

て
取
り
ま
と
め
た
。
そ
の
ポ

イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
。

▽
農
村
地
域
を
め
ぐ
る
情
勢

農
村
地
域
に
お
け
る
人
口

減
少
及
び
高
齢
化
の
進
行
は

顕
著
で
あ
り
、
２２
年
の
農
業

経
営
体
数
は
９７
万
５
千
経
営

体
と
な
り
、
初
め
て
１
０
０

万
経
営
体
を
下
回
っ
た
。
ま

た
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ

れ
ば
、
１０
年
か
ら
２０
年
ま
で

の
１０
年
間
で
都
市
化
や
無
住

化
に
よ
り
農
業
集
落
数
が
約

１
千
減
少
し
て
い
る
。

▽
実
施
状
況

２２
年
３
月
末
現
在
、
全
国

１
４
４
７
市
町
村
に
お
い

て
、
２
万
６
２
５
８
組
織
が

約
２
３
１
万
㌶
の
農
用
地
で

地
域
の
共
同
活
動
に
よ
る
保

全
管
理
活
動
を
実
施
し
て
お

り
、
前
回
施
策
の
評
価
を
行

っ
た
１８
年
度
の
実
施
状
況
と

比
較
す
る
と
、
認
定
農
用
地

面
積
は
約
１
・
０１
倍
と
微
増

し
て
い
る
。

▽
事
業
の
仕
組
み

大
規
模
経
営
体
は
居
住
集

落
以
外
で
の
水
路
等
の
保
全

管
理
活
動
に
ま
で
は
手
が
回

ら
ず
、
非
居
住
集
落
の
活
動

組
織
に
お
い
て
は
人
手
不
足

が
将
来
的
に
顕
在
化
す
る
恐

れ
が
あ
る
。

持
続
可
能
な
世
界
を
目
指

す
国
際
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）

の
１７
の
目
標
の
う
ち
、
１５
の

目
標
達
成
に
同
交
付
金
の
活

動
が
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

▽
効
果
の
評
価

有
識
者
に
よ
る
第
三
者
委

員
会
の
意
見
を
受
け
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
踏
ま

え
、
「
資
源
と
環
境
」
「
社

会
」
「
経
済
」
の
３
つ
の
視

点
で
評
価
し
た
。

資
源
と
環
境
：
同
交
付
金

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
５
３

８
㌶
の
遊
休
農
地
が
解
消
さ

れ
、
耕
作
可
能
な
状
態
に
復

旧
し
て
い
る
。

経
営
耕
地
面
積
は
１０
年
か

ら
年
々
減
少
し
て
い
る
も
の

の
、
同
交
付
金
の
カ
バ
ー
率

（
農
用
地
面
積
に
対
す
る
認

定
農
用
地
面
積
の
比
率
）
が

高
い
市
町
村
で
は
、
経
営
耕

地
面
積
の
減
少
率
が
小
さ
い

傾
向
が
み
ら
れ
る
（
図
）
。

社
会
：
同
交
付
金
の
カ
バ

ー
率
が
高
い
市
町
村
で
は
、

集
落
内
の
寄
り
合
い
の
開
催

回
数
が
多
い
集
落
の
割
合
が

高
い
傾
向
が
見
ら
れ
る
な

ど
、
活
動
が
活
性
化
し
て
い

る
。経

済
：
大
規
模
経
営
体
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

水
路
や
農
道
の
草
刈
り
や
泥

上
げ
が
適
切
に
行
わ
れ
る
た

め
、
営
農
が
行
い
や
す
い
等

と
評
価
さ
れ
る
と
と
も
に
、

同
交
付
金
に
取
り
組
ん
で
い

る
区
域
と
取
り
組
み
の
な
い

区
域
を
比
較
す
る
と
、
保
全

管
理
活
動
に
要
す
る
時
間
は

１０
㌃
当
た
り
２
時
間
程
度
減

少
し
て
い
る
。

同
交
付
金
の
カ
バ
ー
率
が

高
い
市
町
村
ほ
ど
農
地
利
用

集
積
割
合
が
高
い
。

こ
の
よ
う
に
、
同
交
付
金

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
農
業

・
農
村
の
有
す
る
多
面
的
機

能
が
適
切
に
維
持
・
発
揮
さ

れ
る
と
と
も
に
、
担
い
手
農

家
へ
の
農
地
集
積
と
い
う
構

造
改
革
を
後
押
し
し
て
い
る

と
評
価
し
た
。

▽
課
題
と
今
後
の
展
開
方
向

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
伴

う
事
務
作
業
や
活
動
継
続
の

困
難
化
、
制
度（
交
付
単
価
）

の
複
雑
化
等
が
課
題
。

こ
う
し
た
地
域
の
実
情
へ

の
対
応
策
と
し
て
、
①
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
地
域
貢
献
に
関
心
の

高
い
企
業
、
大
学
等
を
同
交

付
金
の
共
同
活
動
組
織
に
呼

び
込
む
こ
と
に
よ
る
農
的
関

係
人
口
の
創
出
・
拡
大
や
関

係
深
化
②
農
地
集
積
が
進
ん

で
い
る
地
域
に
お
け
る
活
動

組
織
の
広
域
化
、
若
手
非
農

業
者
を
取
り
込
ん
だ
保
全
管

理
体
制
の
構
築
③
さ
ら
な
る

事
務
負
担
軽
減
の
た
め
の
制

度
の
簡
素
化
等
を
検
討
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

福
岡
県
畜
産
事
協
は
１１
月

２８
日
、
福
岡
市
中
央
卸
売
市

場
食
肉
市
場
で
２２
年
度
の
枝

肉
共
進
会
を
開
催
し
た
。
今

年
は
、
７
組
合
員
か
ら
交
雑

種
３
頭
ず
つ
、
計
２１
頭
（
去

勢
９
頭
、
雌
１２
頭
）
が
出
品

さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
野

田
貴
文
氏
の
出
品
牛
が
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
。
２６
ヵ
月
齢

の
去
勢
牛
で
、
種
雄
牛
は

「
勝
美
糸
」
。
枝
肉
重
量
６

１
２
・
８
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面

積
７２
㎠
、
バ
ラ
の
厚
さ
８
・

８
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
７
、
格
付

は
Ａ
４
に
ラ
ン
ク
さ
れ
た
。

出
品
牛
全
体
の
成
績
は
、

平
均
枝
肉
重
量
が
５
５
６
・

７
㎏（
去
勢
５
８
３
・
６
㎏
、

雌
５
４
０
・
１
㎏
）
で
、
肉

質
３
等
級
以
上
比
率
は
９５
・

２
％
、
４
等
級
以
上
比
率
は

３３
・
３
％
（
７
頭
）
と
好
成

績
だ
っ
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

最
優
秀
賞

野
田
貴
文

優
秀
賞

()農
穂
坂
牧
場

優
良
賞

㈱
赤
崎
ス
ト

ッ
ク
フ
ァ
ー

ム

佐
賀
県
開
拓
畜
産
事
協
は

１１
月
３０
日
、
福
岡
市
中
央
卸

売
市
場
食
肉
市
場
で
第
７
回

佐
賀
開
拓
び
よ
り
牛
・
開
拓

豚
枝
肉
共
進
会
を
開
催
し

た
。
今
回
は
、
黒
毛
和
種
１８

頭（
去
勢
１５
頭
、
雌
３
頭
）、

交
雑
種
４
頭
（
去
勢
２
頭
、

雌
２
頭
）
が
出
品
さ
れ
た
。

格
付
・
審
査
の
結
果
、
黒

毛
和
種
か
ら
選
ぶ
県
知
事
賞

・
最
優
秀
賞
は
、
徳
久
好
春

氏
の
出
品
牛
に
輝
い
た
。
２８

ヵ
月
齢
の
去
勢
牛
で
、
父

「
茂
晴
花
」
、
母
の
父
「
幸

紀
雄
」
、
祖
母
の
父
「
安
福

久
」
。
枝
肉
重
量
５
６
１
・

４
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
１
０

６
㎠
、
バ
ラ
の
厚
さ
８
・
５

㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１２
、
格
付
は

Ａ
５
。

黒
毛
和
種
全
体
の
成
績

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５
６

９
・
２
㎏
（
去
勢
５
７
６
・

７
㎏
、
雌
５
３
１
・
６
㎏
）

で
、
４
等
級
以
上
比
率
１
０

０
％
。

交
雑
種
の
優
秀
賞
は
、
㈲

樋
口
畜
産
の
出
品
牛
が
受
賞

し
た
。
２５
ヵ
月
齢
の
去
勢
牛

で
、
種
雄
牛
「
芳
之
国
」
、

枝
肉
重
量
５
８
７
・
１
㎏
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
６１
㎠
、
バ
ラ

の
厚
さ
８
・
２
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

№
５
、格
付
は
Ｂ
４
だ
っ
た
。

交
雑
種
全
体
の
成
績
は
、

平
均
枝
肉
重
量
が
５
２
３
・

０
㎏（
去
勢
５
７
１
・
０
㎏
、

雌
４
７
５
・
０
㎏
）
で
、
３

等
級
以
上
比
率
１
０
０
％
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

〈
黒
毛
和
種
〉

最
優
秀
賞

徳
久
好
春

優
秀
賞

同

優
良
賞

山
口
義
男

優
良
賞

㈲
樋
口
畜
産

〈
交
雑
種
〉

優
秀
賞

㈲
樋
口
畜
産

青
森
県
の
西
部
に
位
置
す

あ
じ
が
さ
わ
ま
ち

る
西
津
軽
郡
鰺
ヶ
沢
町
は
南

北
に
細
長
く
、
北
は
日
本
海

に
面
し
、
南
は
白
神
山
地
で

秋
田
県
に
接
し
て
い
る
。
町

の
北
東
部
の
岩
木
山
麓
一
帯

に
は
、
明
治
時
代
、
陸
軍
の

大
規
模
な「
山
田
野
演
習
場
」

が
設
け
ら
れ
た
。
終
戦
後
、

そ
の
跡
地
を
中
心
に
緊
急
開

拓
地
と
し
て
払
い
下
げ
ら

れ
、
開
拓
者
が
入
植
し
た
。

広
大
な
開
拓
地
に
７
つ
の

開
拓
農
協
が
設
立
さ
れ
た

（
「
戦
後
の
開
拓
年
表
」
青

森
県
、１
９
６
５
年
発
刊
）。

４５
（
昭
和
２０
）
年
か
ら
６４
年

に
か
け
て
、
復
員
軍
人
や
引

揚
者
、
地
元
の
二
男
・
三
男

等
３
０
０
名
余
り
が
入
植
。

だ
が
、
農
耕
地
と
し

て
は
厳
し
い
土
地
条

件
だ
っ
た
。
入
植
者

は
試
行
錯
誤
を
重

ね
、
土
地
条
件
に
合

っ
た
作
物
を
採
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、

経
営
の
安
定
化
を
図

っ
た
。

現
在
、
同
町
は
５

つ
の
地
区
に
分
か
れ

て
い
る
。
開
拓
地
は
鳴
沢
地

区
と
中
村
地
区
に
あ
り
、
５

地
区
の
中
で
は
田
や
畑
、
リ

ン
ゴ
な
ど
の
果
樹
園
の
面
積

が
広
い
。

鳴
沢
地
区
建
石
町
の
鳴
沢

小
学
校
山
田
野
分
校
跡
地

に
、
０２
年
に
設
置
さ
れ
た
記

念
碑
が
あ
る
。
碑
文
か
ら
同

分
校
の
閉
校
記
念
碑
と
分
か

る
。
入
植
者
が
多
か
っ
た
山

田
野
開
拓
地
内
に
立
地
し
、

碑
銘
は
「
拓
魂
」
と
な
っ
て

い
る
。

わ

中
村
地
区
長
平
町
の
「
和

か
い開

婦
人
ホ
ー
ム
」
の
敷
地
に

は
、
二
基
の
記
念
碑
が
並
ん

で
建
っ
て
い
る（
写
真
）。
左

は
、
７０
年
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
、碑
銘
は「
和
開
開
拓
二

十
周
年
記
念
碑

婦
人
ホ
ー

ム
落
成
記
念
」
。
下
部
の
銘

板
に
は
、
ま
ず
、
「
和
開
開

拓
農
業
協
同
組
合
」と
あ
り
、

続
い
て
、
組
合
長
以
下
１７
名

の
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

右
は
０２
年
に
建
立
さ
れ
た

も
の
で
、
碑
銘
は
「
昭
和
二

十
七
年
四
月
入
植

開
拓
五

十
周
年
記
念
碑
」
。
裏
面
に

は
、
町
内
会
長
以
下
１２
名
の

氏
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、
婦
人
ホ
ー
ム
は
６０

年
度
か
ら
７５
年
度
に
か
け

て
、
入
植
者
の
保
健
衛
生
、

乳
幼
児
の
保
育
、
営
農
及
び

生
活
改
善
等
の
勉
強
の
場
と

し
て
、
国
や
県
の
補
助
金
に

よ
り
、各
地
に
設
け
ら
れ
た
。

和
開
婦
人
ホ
ー
ム
は
現
在
、

地
区
内
の
集
会
所
と
な
っ
て

い
る
。

農
水
省
は
１２
月
９
日
、
２２

年
産
水
稲
の
収
穫
量
の
う

ち
、
主
食
用
米
の
収
穫
量
は

６
７
０
万
１
千
㌧
の
見
込
み

と
発
表
し
た
。
前
年
産
に
比

べ
、
３０
万
６
千
㌧
（
４
・
４

％
）
の
減
少
と
な
る
。
前
回

発
表
（
１０
月
２５
日
現
在
）
よ

り
も
１
千
㌧
減
っ
た
。

全
国
の
作
況
指
数
は
１
０

０
の
「
平
年
並
み
」
で
、
前

回
発
表
と
同
じ
。
主
産
地
の

北
海
道
は
１
０
６
の
「
良
」、

東
北
は
９８
の
「
や
や
不
良
」

だ
っ
た
。

水
稲
の
全
国
の
１０
㌃
当
た

り
収
量
は
、
前
年
産
に
比
べ

３
㌔
減
の
５
３
６
㌔
の
見
込

み
。
前
回
発
表
よ
り
も
１
㌔

減
っ
た
。

主
食
用
作
付
面
積
は
前
回

発
表
と
同
じ
１
２
５
万
１
千

㌶
で
、
前
年
産
に
比
べ
５
万

２
千
㌶
（
４
・
０
％
）
減
っ

た
。
そ
の
結
果
、
主
食
用
米

作
付
面
積
に
１０
㌃
当
た
り
収

量
を
乗
じ
た
収
穫
量
は
、
６

７
０
万
１
千
㌧
が
見
込
ま
れ

る
。

岩
手
山
麓
の
原
野
に
１
９

４
７
（
昭
和
２２
）
年
か
ら
入

植
し
た
開
拓
民
の
１２
年
後
の

生
活
を
記
録
し
た
写
真
集

（
Ａ
４
版
）
。

原
本
は
青
山
学
院
大
学
写

真
部
と
共
同
で
５９
年
に
制
作

さ
れ
た
。
同
部
は
約
１
年
間

に
わ
た
り
、
開
拓
民
と
寝
食

を
共
に
し
な
が
ら
、
現
地
調

査
及
び
写
真
撮
影
を
実
施
。

５９
年
度
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

で
特
別
賞
を
受
賞
し
た
。

入
植
か
ら
今
年
で
７５
年
目

を
迎
え
、
原
野
だ
っ
た
開
拓

地
は
、
今
や
畜
産
・
酪
農
の

郷
と
な
っ
て
い
る
。
岩
手
花

平
農
協
は
、
目
に
見
え
る
形

で
戦
後
開
拓
の
歴
史
を
後
世

に
伝
え
、
営
農
の
維
持
・
発

展
を
図
る
た
め
、
同
書
を
復

刻
し
た
。

２２
年
産
米
収
穫
量
３０
万
６
千
㌧
減

「
資
源
と
環
境
」「
社
会
」「
経
済
」に
寄
与

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
の
中
間
評
価

「和開開拓二十周年記念碑」
青森県西津軽郡鰺ヶ沢町

最
優
秀
賞
は
野
田
氏

福
岡
県
畜
産
事
協
枝
肉
共
進
会

徳
久
氏
に
最
優
秀
賞

佐
賀
開
拓
び
よ
り
牛
・
開
拓
豚
枝
肉
共
進
会
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（
一
社
）
日
本
健
康
食
育

協
会
は
１１
月
１５
日
、
食
費
に

つ
い
て
の
意
識
調
査
の
結
果

を
公
表
し
た
。
全
国
の
２０
歳

以
上
６０
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
る
女
性
９
９
８
人
か
ら
回

答
を
得
た
も
の
。
食
費
の
負

担
増
加
を
感
じ
て
い
る
人
は

全
体
の
８
割
強
に
上
り
、
必

要
な
物
の
み
購
入
す
る
こ
と

で
工
夫
し
て
い
る
人
が
多
い

傾
向
が
み
ら
れ
て
い
る
。

「
去
年
と
比
べ
て
食
品
の

値
上
げ
を
感
じ
る
か
（
全
体

・
単
数
回
答
）
」
は
、
「
値

上
げ
を
感
じ
、
家
計
へ
の
負

担
は
と
て
も
重
く
な
っ
た
」

が
４８
・
７
％
、
「
や
や
大
き

く
な
っ
た
」
が
３５
・
８
％

と
、
合
わ
せ
て
８４
・
５
％
の

人
が
値
上
が
り
を
感
じ
て
い

る
。「

値
上
げ
を
感
じ
る
」
と

答
え
た
人
の
値
上
げ
を
実
感

し
て
い
る
食
品
（
９
２
３
人

・
複
数
回
答
）
は
図
の
と
お

り
。
加
工
品
で
は
食
用
油
、

生
鮮
食
品
で
は
卵
・
乳
製
品

な
ど
で
、
値
上
げ
を
感
じ
て

い
る
人
の
割
合
が
多
く
な
っ

て
い
る
。

「
家
計
の
負
担
が
増
し
て

い
る
」
と
感
じ
る
人
の
日
ご

ろ
の
買
い
物
で
意
識
し
て
い

る
こ
と
（
８
４
３
人
・
単
数

回
答
）
は
、「
必
要
な
も
の
以

外
は
な
る
べ
く
買
わ
な
い
」

が
３８
・
４
％
と
最
も
高
く
、次

い
で
「
割
引
さ
れ
て
い
る
も

の
な
ど
安
価
な
も
の
を
で
き

る
だ
け
買
う
」

が
２４
・
２
％
、

「
も
と
も
と
節

約
を
意
識
し
て

い
る
」
が
１１
・

６
％
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
「
節

約
に
効
果
的
だ

と
思
う
方
法

（
同
・
複
数
回

答
）」は
、「
外

食
を
控
え
る
」

が
５４
・
２
％
、

「
菓
子
や
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
嗜

好
品
を
控
え

る
」
が
３３
・
７

％
の
順
で
高
か

っ
た
。

農
水
省
は
１１
月
３０
日
、「
２１

年
農
業
経
営
体
の
経
営
収

支
」
の
結
果
を
公
表
し
た
。

経
営
費
が
増
加
し
て
お
り
、

生
産
者
に
負
担
が
重
く
の
し

か
か
っ
て
い
る
。

個
人
経
営
体
の
全
体
で
の

農
業
粗
収
益
（
以
下
、
粗
収

益
）は
７
２
４
万
４
千
円
で
、

２４
万
２
千
円
（
３
・
５
％
）

増
加
し
た
。
稲
作
、
野
菜
、

果
樹
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
農
業
経
営
費
（
以

下
、
経
営
費
）
も
６
０
９
万

２
千
円
で
２６
万
５
千
円
（
４

・
６
％
）
増
加
し
て
い
る
。

肥
料
・
光
熱
費
な
ど
の
負
担

増
加
に
よ
る
も
の
と
み
ら
れ

る
。う

ち
、
主
業
経
営
体
は
粗

収
益
が
２
０
７
２
万
３
千
円

で
７９
万
８
千
円（
４
・
０
％
）

増
。
果
樹
が
増
え
た
こ
と
に

よ
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

経
営
費
も
１
６
３
８
万
８
千

円
で
６１
万
９
千
円
（
３
・
９

％
）
増
加
。
肥
料
・
光
熱
費

な
ど
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る

と
み
ら
れ
る
。

■
畑
作

畑
作
の
粗
収
益
は
１
１
１

８
万
１
千
円
で
１
０
２
万
１

千
円
（
１０
・
１
％
）
増
。
麦

類
、
茶
な
ど
が
増
え
た
こ
と

が
影
響
し
た
と
み
ら
れ
る
。

経
営
費
は
８
４
９
万
９
千
円

（
上
図
）
で
、
２１
万
２
千
円

（
２
・
６
％
）
増
加
し
た
。

光
熱
費
な
ど
が
増
え
た
た
め

と
み
ら
れ
る
。

■
露
地
野
菜

露
地
野
菜
の
粗
収
益
は
９

２
８
万
７
千
円
で
２２
万
６
千

円（
２
・
４
％
）減
少
し
た
。

経
営
費
は
７
３
８
万
９
千
円

で
、
５
万
２
千
円
（
０
・
７

％
）
増
加
し
た
。
光
熱
費
な

ど
が
増
え
た
た
め
と
み
ら
れ

て
い
る
。

■
施
設
野
菜

施
設
野
菜
の
粗
収
益
は
１

５
５
７
万
４
千
円
で
、
２
千

円（
０
・
０１
％
）増
加
し
た
。

経
営
費
は
１
１
６
４
万
６
千

円
で
、
１９
万
２
千
円
（
１
・

７
％
）
の
増
加
。
光
熱
費
な

ど
の
値
上
げ
な
ど
が
影
響
し

た
と
み
ら
れ
る
。

■
果
樹

果
樹
の
粗
収
益
は
７
０
３

万
円
で
、
４５
万
７
千
円
（
７

・
０
％
）
増
加
し
た
。
経
営

費
は
４
９
１
万
１
千
円
で
、

３６
万
２
千
円（
８
・
０
％
）の

増
加
。
肥
料
・
光
熱
費
、
農

薬
衛
生
費
な
ど
が
上
が
っ
た

た
め
と
み
ら
れ
る
。

な
お
、
農
業
所
得
の
前
年

か
ら
の
変
化
は
右
図
の
と
お

り
。畑
作
と
果
樹
で
増
加
し
、

露
地
野
菜
と
施
設
野
菜
で
は

減
少
し
て
い
る
。

環
境
省
は
９
月
３０
日
、「
タ

ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
、
ア
ナ
グ
マ

の
生
息
分
布
調
査
の
結
果
に

つ
い
て
」
を
公
表
し
た
。
調

査
は
７０
年
代
、
００
年
代
の
過

去
２
回
行
わ
れ
て
い
る
。
過

去
の
調
査
と
比
べ
た
と
こ

ろ
、
生
息
数
は
減
少
し
た
も

の
の
、
生
息
し
て
い
る
場
所

の
分
布
が
拡
大
し
て
い
る
傾

向
が
う
か
が
わ
れ
た
。ま
た
、

首
都
圏
あ
る
い
は
九
州
で
の

分
布
が
拡
大
し
て
い
る
傾
向

が
み
ら
れ
た
。

調
査
は
、
１８
〜
２１
年
度
に

実
施
。全
国
の
タ
ヌ
キ
、キ
ツ

ネ
、ア
ナ
グ
マ（
以
下
、
タ
ヌ

キ
等
）
に
つ
い
て
、
１０
〜
２１

年
度
の
情
報
を
収
集
し
た
。

調
査
方
法
は
、
全
国
の
市
町

村
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
や
各
都
道
府
県
担
当
者
へ

の
聞
き
取
り
な
ど
に
よ
る
。

タ
ヌ
キ
等
は
人
間
と
行
動

範
囲
が
被
る
場
所
も
多
く
、

人
間
と
の
関
わ
り
が
深
い
。

近
く
に
住
ん
で
い
る
分
、
野

生
鳥
獣
被
害
を
も
た
ら
し
や

す
く
、
十
分
な
注
意
が
必
要

と
な
る
。

３
種
の
う
ち
、タ
ヌ
キ
は
、

５
万
１
３
２
５
件
の
生
息
情

報
が
得
ら
れ
た
。
沖
縄
県
以

外
の
広
い
範
囲
で
生
息
情
報

が
得
ら
れ
て
お
り
、
北
海
道

の
宗
谷
地
方
、
本
州
の
北
ア

ル
プ
ス
な
ど
、
概
し
て
寒
い

地
域
で
は
生
息
情
報
が
少
な

か
っ
た
。
同
調
査
と
００
年
代

調
査
を
比
べ
た
と
こ
ろ
、
東

京
・
千
葉
・
神
奈
川
・
愛
知

・
大
阪
な
ど
の
大
都
市
圏
と

周
辺
で
分
布
拡
大
の
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

キ
ツ
ネ
も
同
様
に
沖
縄
以

外
で
生
息
情
報
が
得
ら
れ
、

東
北
か
ら
中
部
に
か
け
て
、

ま
ば
ら
だ
が
広
く
生
息
情
報

が
得
ら
れ
た
。
和
歌
山
・
宮

崎
な
ど
４
県
で
は
生
息
情
報

が
少
な
い
傾
向
だ
っ
た
。
００

年
代
調
査
と
比
べ
る
と
、
千

葉
の
房
総
半
島
、
愛
知
県
西

部
、
鹿
児
島
で
多
く
生
息
情

報
が
得
ら
れ
た
。

ア
ナ
グ
マ
は
沖
縄
・
北
海

道
以
外
の
広
い
地
域
で
生
息

情
報
が
得
ら
れ
た
。
特
に
九

州
は
ほ
ぼ
全
域
で
連
続
的
に

生
息
情
報
が
得
ら
れ
た
。
ま

た
、
００
年
代
と
比
べ
る
と
、

近
畿
・
九
州
、
首
都
圏
周
辺

で
生
息
の
分
布
拡
大
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

農
水
省
は
１１
月
２９
日
か

ら
、
「
寒
い
時
期
に
栄
養
た

っ
ぷ
り
の
牛
乳
料
理
を
食
べ

ま
せ
ん
か
？
」
と
、
牛
乳
の

消
費
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

寒
い
時
期
に
は
毎
年
、
牛

乳
の
消
費
量
が
減
少
す
る
。

子
ど
も
た
ち
の
冬
休
み
や
年

末
年
始
の
帰
省
等
、
全
国
的

に
消
費
の
減
退
が
心
配
さ
れ

る
要
因
が
重
な
る
。
同
省
は

牛
乳
の
安
定
的
な
消
費
を
促

す
た
め
、
牛
乳
料
理
を
提
案

し
て
い
る
。

日
本
は
火
山
国
で
あ
る
こ

と
か
ら
水
や
野
菜
に
ミ
ネ
ラ

ル
が
少
な
く
、
カ
ル
シ
ウ
ム

不
足
に
陥
り
や
す
い
（
図
）
。

そ
の
た
め
、
冬
季
も
牛
乳
か

ら
安
定
的
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を

摂
取
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
同
省
が
推
奨
し
て
い
る

の
は
、
「
ミ
ル
ク
鍋
」
な
ど

の
温
か
い
料
理
で
牛
乳
を
消

費
し
て
い
く
こ
と
。

寒
い
時
期
で
も
、
温
か
い

料
理
を
通
し
て
牛
乳
か
ら
安

定
的
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
取

す
る
こ
と
を
消
費
者
に
促
す

こ
と
に
よ
り
、
生
乳
廃
棄
な

ど
の
問
題
が
回
避
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

農
水
省
は
環
境
省
と
と
も

に
、
２２
年
度
の
「
鳥
獣
被
害

防
止
に
向
け
た
集
中
捕
獲
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
開
始
し
た
。

農
畜
産
業
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ

・
シ
カ
の
捕
獲
頭
数
を
増
や

し
、
被
害
を
抑
え
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
。

実
施
期
間
は
、狩
猟
期（
主

に
１１
〜
３
月
）
で
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
の
結
果
、
２０

年
度
は
１
３
５
万
頭
、
２１
年

度
は
１
２
５
万
頭
を
捕
獲
で

き
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
２２

年
度
の
捕
獲
目
標
は
、
２１
年

度
か
ら
１８
万
頭
増
や
し
、
１

４
３
万
頭
に
設
定
。
２２
年
度

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
も
目
標

頭
数
の
達
成
を
目
指
し
、
環

境
省
と
と
も
に
啓
発
活
動
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
。

農水省

牛
乳
料
理
で
消
費
継
続
を

２１
年
果
樹
な

ど

全
耕
種
経
営
費
増

２１
年
果
樹
な

ど

全
耕
種
経
営
費
増

冬
場
も
安
定
的
な
摂
取
喚
起

肥
料
・
光
熱
費
な

ど

の
負
担
重
く

肥
料
・
光
熱
費
なな

どど

の
負
担
重
く

首
都
圏
・
九
州
で
分
布
拡
大
傾
向

タ
ヌ
キ
・
キ
ツ
ネ
・
ア
ナ
グ
マ
生
息
調
査

食費家計負担増８割強が実感
必要な物のみ購入で工夫

集
中
捕
獲
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
始
動

１８
万
頭
増
で
鳥
獣
被
害
防
止
目
指
す
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長崎県農林技術開発センター（諫早
市）は、促成トマト栽培における増枝
による増収と裂果の減少効果を試験で
明らかにした。
背景・ねらい
促成トマト栽培では、光合成を促進
させる環境制御技術の導入が進んでお
り、日射量に合わせて葉面積を増減さ
せる管理技術を活用した栽培により、
増収や品質向上が見込まれている。日
射量が多くなる春先に側枝を確保する
増枝で葉数を増加させることで、収量
の増加と遮光による裂果の減少が期待
されている。
方法
試験は１９年～２１年に同センター内の
ハウス（諫早市・軒高２．１m、間口６m、
長さ１５ｍ）で実施した。トマトの供試
品種は「麗容」を用い、１９・２０年とも
９月２４日に定植した。栽植は、株間４５
㎝、２条千鳥植え、２，７７７株/１０aとし、
仕立て方法は斜め誘引で栽培した。２０
年は５月２７日、２１年は６月２日に摘心

し、炭酸ガスは、１９年は無施用、２０年
は４００ppm 以上になるように施用し
た。１９年は１１月５日から翌６月３０日、
２０年は１１月４日から翌６月２９日にかけ
て収穫した。
１月中旬より３株中１株の開花花房
直下の側枝を１本伸ばす「試験区」（写
真）と、増枝処理を行わない「慣行区」
とで比較した。１９年は１区７～８株６
反復、２０年は１区６株３反復として試
験を行った。
結果
増枝を行ったことで、５～６月の商

品果収量が増加し、栽培期間を通して
の商品果収量が増加傾向となった
（表）。また、増枝による遮光効果に
よって裂果の発生が抑制された。
試験区の果実糖度と収穫果房数は慣
行区と同等となり、増枝した側枝の収
穫果房数は主枝の５割程度であった。
同センターは、この技術を促成トマ
ト栽培で活用することで、増収と裂果

対策として期待できるとしている。
この試験は上記の方法で行った試験
であり、日射量についても地域によっ
て異なることから、側枝を伸ばす時期
や栽植密度等に留意する。
また、この技術は、側枝を増枝する
ことで通気性が低下する恐れがあるた
め、病害虫の発生に留意する必要があ
る。

これから本格的な降雪期を迎える。
農作物は適温の維持が生育を左右する
ため、積雪・寒害の対策を徹底する必
要がある。施設栽培での重要な点を改
めて確認したい。
〈事前対策〉
ビニールのたるみや破損は、屋根に
積もった雪の滑落を阻害するため、降
雪前に必ず補修しておく。多量の積雪
が予想され、通常の除雪作業では倒壊
の危険性が高い地区は、緊急的にビニ
ールを切断することを検討する。

す じ か

筋交い直管は各アーチパイプを針金
などで固定し、下端部は必ず３０㎝以上
地面に埋め込むようにする。既設の筋

ゆる

交いは台風などで緩んでいることがあ
るため、固定されているか確認する。
雪でハウス屋根中央部が陥没しない
ように、補強用の支柱を３～４mほど
の間隔で設置する。支柱には、鉄パイ
プ以外にも間伐材や竹も利用ができ
る。支柱の上部は屋根面の直管パイプ
とT字金具などで固定し、下部はブロ
ックや厚板を挟んで積雪の重みによる

沈み込みを防止する。
〈降雪時・降雪後対策〉
暖房機が設置されている場合は、降
雪前から稼働させて室内温度を高め
て、雪の自然落下を促進する。設置さ
れていない場合でも、内部を密閉し気
密性を高めることで、地熱によって室
内温度を上昇させることができる。緊
急に石油ストーブなどの暖房器具を用
いる場合、火災や一酸化炭素中毒に注
意する。
積雪後は、基本的には降雪が収まり
施設の安全を確認してから作業を行
う。散水による除雪・融雪は、水を含
んで雪の重量が増大し、施設の倒壊に
つながる恐れがあるため行わない。
積雪が１０㎝を超え、雪の重さによっ
てハウスが耐えられないと判断した場
合、ビニールを裂いて雪を落とす。作
業は、事故防止のため、可能な限り複
数人で行う。
ハウスの軒下の雪は、屋根に積もっ
た雪の滑落の妨げになるだけでなく、
側壁に圧力を加えてしまうため、なる

べく早く除雪する。倒壊した場合は、
一般的に修復は困難で、施設内の作物
は放棄せざるを得ない場合が多いた
め、十分に除雪し融雪を待ってから無
理のない復旧作業を行う。
〈野菜の被害防止対策〉
温度確保と燃料節減のために、ハウ
スの破れ、すき間などを補修し、密閉
度を高める。かん水は晴天日の午前中
に行う。この際、短時間だけでも換気

を行い、循環扇などを併用しハウス内
の過湿を防ぐ。
施設内に融雪水が浸水した場合は、
すぐに排水し、湿度の低下に努める。
また、根傷みによって草勢が低下する
ため、摘果や早めの収穫で着果負担を
軽減し、液肥の葉面散布を行うことで
草勢の回復を図る。生育初期の作物が
被害を受けた場合、予備苗への植替え
や再播種を行い被害の軽減に努める。

大豆の収量を高めるには、湿害防
止と乾燥ストレスの軽減が重要とさ
れている。乾燥ストレスを被る
時期は気象・土壌・栽培方法に
よって大きく変わるため、適期
かん水を行うには熟練が必要と
されてきた。
そこで、農研機構と共同研究
機関は、かん水適期を誰でも簡
単に判断できるように、乾燥ス
トレスを被る時期を推定しアラ
ートを発出するWeb システム
「大豆かん水支援システム」を
開発、製品化した。
民間企業が提供しているWeb サ
ービスに栽培法などの営農情報を入
力することで、乾燥ストレスの指標

値をスマホやパソコンで見ることがで
きる。気象情報には予報値も含まれて
いるため、９日先までの乾燥スト
レスの推定値を知ることもでき
る。アラート発出のタイミングで
かん水を行うという条件で、５年
間の実証試験を複数ほ場で行った
ところ、大豆収量は平均１０％向上
した。従来の手法のように、ほ場
への土壌水分センサーの設置等を
行う必要はない。
現在、同システムは水稲、小麦、
大豆の３品目を対象としたWeb
サービスに組み込まれ、今年４月

から一般利用されている。農家個人で
あれば、年間３３００円の料金で同サービ
スを利用できる。

ベゴモウイルスは世界各地で農業
に大きな被害を与えている。同ウイ
ルスには４４５もの種類があり、トマ
ト、キュウリなど多くの農産物が感
染すると収穫ができなくなる。９０年
代にトマト黄化葉巻病（TYLCV）を
引き起こすウイルスの一種が同時多
発的に発生。日本にも侵入して問題
となった。このような背景から、世
界的な研究の推進により、抵抗性品
種の育種が進められてきていた。
近畿大学などの研究グループは、
沖縄県の生産農家での調査におい
て、TYLCV抵抗性を持つトマト品
種が発症していることを発見した
（写真）。そこで、トマトが感染し
ているウイルスの全ゲノム配列（遺
伝子情報のこと。G，A，T，Cの４
つの塩基の組み合わせ）を解読した

ところ、日本
では発生事例
のないベゴモ
ウイルスであ
るLELCV
に感染してい
ることを確認
した。このウ
イルスは既に
国内に分布し
ているものと比べて病原性が強く、抵
抗性のあるトマト品種でも被害を受け
やすい傾向にあることも明らかにし
た。また、LELCVとTYLCVが複合
感染すると、抵抗性トマト品種におけ
る症状が重症化することも判明した。
同研究成果は、海外からの新しいウ
イルスの侵入を常に警戒し、侵入を確
認した際には被害拡大に備えることの
重要性を示している。
同グループは今後、LELCVなどの
病原性の強いウイルスに抵抗性を示す
トマト品種の育種に向けて研究を進め
る予定としている。

１０ａ当たりの収量と商品１果重

年次 区 総個数 総収量 商品果
個数

商品果
収量

不良果ｚ 商品
１果重収量 うち裂果

（千個） （ｔ／１０a） （千個） （ｔ／１０a） （ｔ／１０a） （ｔ／１０a） （ｇ）

２０１９年
増枝処理あり ２２０ ３１．５ １４１ ２１．４ １０．１ ４．８ １５２
増枝処理なし １９６ ２８．９ １１４ １７．９ １０．９ ５．６ １５７
有意差x ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ns ns ns

２０２０年
増枝処理あり ２０４ ３６．３ １７７ ３１．５ ４．８ ０．８ １７８
増枝処理なし １８６ ３５．１ １５６ ２９．６ ５．４ ２．３ １９０
有意差 ＊ ns ＊ ns ns ＊ ns

ｚ：裂果、奇形果、空洞果、尻腐果、８０ｇ未満について調査した
ｘ：ｔ検定により＊＊は１％水準、＊は５％水準で有意差あり、ns は有意差なし

写真・表ともに長崎県農林技術開発センターの資料から

抵抗性トマト品種が発病している様子

１０a当たり収量増加、裂果減少 発生事例のない
ベゴモウイルス確認

トマト促成栽培の増枝でトマト促成栽培の増枝で トマト産地への侵入警戒
➡➡➡➡

開
花
花
房
直
下
の
側
枝
を

１
本
伸
ば
す

➡➡

近畿大学の資料から

安全確認し除雪作業を
施設栽培の降雪対策

大豆
か
ん
水
支
援
シ
ス
テ
ム
供
用
開
始

乾
燥
ス
ト
レ
ス
を
ア
ラ
ー
ト
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全国酪農青年女性会議と全酪連が開
催した「第５０回 全国酪農青年女性 酪
農発表大会」で発表を行った２人の戦
後開拓農家のうち、今月号では、最優
秀の農林水産大臣賞を受賞した、北海

た い き

道地区代表・中野大樹さん（３９歳）の
発表「人を生かす酪農経営 中野牧場が
目指す地域貢献」を紹介する。
～牧場の歴史～
大樹さんが経営する「株式会社中野
牧場」は、北海道の十勝地方、河東郡鹿
追町にある。牧場がスタートしたのは
１９４６（昭和２１）年ごろ。大樹さんの祖父

し げ お

・繁雄さんが、生家から分家し、元「鹿追
町戦後開拓農協」管内の開拓地である
鹿追町北鹿追地区（現在も同地名）で

戦後開拓に勤しんだのが始まり。大樹
さんは地元の高校を卒業後、１年間、
牧場研修を積み、０３年に就農。大樹さん

し げ み

は３代目で、１８年に父・繁実さんから経
営を引き継いだ。現在は、正社員１２人を
含めた計１６人で営農を行っている。
～牧場の特長と今後の目標～
現在の㈱中野牧場の総飼養頭数は

７５７頭で、うち経産牛が約４２５頭。２１年の

出荷乳量は３５４４㌧、乳脂率は４．２９％。１０
年ほど前から、「どれだけ配合飼料等
を使わずに牛を飼えるか」に挑んでき
た。１頭当たりの１日の生乳生産量は
２９㎏程度だが、牛群の平均寿命を伸ば
すことができている。粗飼料を中心に
給与することにより、乳脂率が向上。
通常よりも高値で生乳を出荷すること
ができている。
代表取締役に就任し、一緒に働く従
業員の存在の大切さを痛感。同じ思い
を持って酪農に取り組んでほしいと、
経営理念を作成。「人のため、牛のた
め、自然のため」を胸に牧場経営を行
っている。仕事を部門別に分け、ジョ
ブローテーションも実施。どの従業員
がどの仕事も担当できる基盤を作り、
しっかりと休息を取りながら働く環境
を実現。現在１日８時間労働の４週８
休を実施し、新たに週休３日制も取り
入れ始めている。

東京オリンピックに向け、１９年に農
場ＨＡＣＣＰも取得。結果的に、従業
員それぞれの仕事への理解が深まり、
連携が強化されたという。大樹さんの
今後の目標は、従業員をたくさん雇う
ことで従業員の家族も増え、鹿追町の
活性化につなげていくことだという。
大臣賞受賞の理由は、労働時間当た
りの収益性が高いことや、ＨＡＣＣＰ
の取得、従業員の就業環境向上に努め
ていることなど、６つの基準で飛びぬ
けて優秀だったため。大樹さんの新た
な試みが詰まった牧場は、まだまだ進
化を続けていきそうだ。

乳房炎は酪農家の常なる悩みの種で
あり、一度発症すると生乳の生産性が
低下するなど支障が大きく、抗生物質
を用いない天然由来の資材を使った予
防法が望まれている。
福井県畜産試験場は、梅干しを生産
する際の副産物である「梅酢」をディ
ッピングすることで、ヨード剤と同等
の予防効果があることを実証した。な
お２つの先行試験で、梅酢が複数の乳
房炎原因菌に抗菌効果を示すこと、乳
頭に塗っても乳頭口や皮膚に炎症など
は起こらなかったことを確認してい
る。梅酢はクエン酸を含み、乳房炎原
因菌に対して抗菌作用が認められた。
【方法】
試験１：２０年７月～１２月に分娩した
乳頭スコアが２未満の泌乳初～中期の
ホルスタイン種経産牛（１～３産）８
頭を供試した。市販のヨード系ディッ
ピング剤を用いる「ヨード区」と、梅
酢原液をディッピングする「梅酢区」
の２区を設けた（写真）。供試牛１頭
当たりの乳房を４分割｛（例）ヨード

区：右前乳房、左後乳房、梅酢区：左
前乳房、右後乳房）｝し、搾乳後にデ
ィッピングした。試験期間は１２週間と
した。毎週朝夕に生乳を採取し、乳房
炎簡易診断液での数値（ＣＭＴ）、体
細胞スコアを調査した。
試験２：２０年７～１０月に分娩したホ
ルスタイン種経産牛（２～３産）７頭
を供試。乾乳期用乳房炎軟膏を注入す
る「軟膏乾乳区」に３頭、乳頭の表面
に梅酢原液を塗って乾燥させ乳頭保護
シールを貼った「梅酢乾乳区」に４頭
をそれぞれ配置し、乾乳処理を行った。
調査項目は、体細胞スコアとした。
【結果】
試験１：いずれの区においても試験
期間内に皮膚などにただれや炎症はみ
られず、乳成分や血液性状も健康牛の
範囲だった。乳頭スコアも試験前後で
大きな変化はなかった。簡易診断液で
の数値も全試験期間中でヨード区と梅
酢区に差はなく、健康状態を示す０～
１の範囲だった。体細胞スコアも安定
した数値だった（図）。

試験２：乾乳前、分娩後の体細胞ス
コアは、両区とも分娩後に体細胞数が
上昇する傾向だったが、両区に有意差
はなかった。
搾乳牛３０頭規模では、慣行のヨード
系ディッピング剤の経費が年間１９万円
と試算された。一方、梅酢は、同県で
はほとんどが産業廃棄物として処理さ

れているため無料で入手可能なことか
ら、輸送費の４万円のみと試算。結果、
７割強のコスト削減が可能とみられ
た。
以上のことから、梅酢のディッピン
グで泌乳期・乾乳期ともに、現行の方
法よりも安価に、薬剤耐性の心配がな
く同程度の効果が期待できると分かっ
た。同試験場は注意点として、一度上
昇した体細胞数を下げる効果は期待で
きないとみられることを挙げている。

近年、薬剤耐性に関する注意喚起が
行われている。農研機構は、養豚場で抗
菌剤を使ったことで、薬剤耐性を持っ
た大腸菌が出現したことを確認した。
国内の１３７の養豚場で使われた抗菌

剤の種類と、豚の大腸菌３６０株の薬剤耐
性菌の分離との関連を分析。豚の肺炎
治療などに使われる抗菌剤「セフチオ

フル」を使ったところ、同
剤と同系統の抗菌剤または
他系統の抗菌剤に耐性のあ

る大腸菌が検出された。
セフチオフルは、豚の細菌性感染症
治療の第二次選択薬として使われる
が、同系統・他系統の抗菌剤への耐性
菌を選択・拡散する危険がある。感染
症の予防に努めることが重要であり、
抗菌剤の使用は慎重に行うことが望ま
れる。

１０月末から鳥インフルエンザの発
生が相次いで報告されている。渡り
鳥の飛来のニュースと同時期であ
る。街中でも多くの外国人を見かけ
るようになった。水際対策として、
空港の動物検疫所は持ち込み禁止の
肉類に対し、探知犬を使い対応を行
っている。海外からの入国規制の緩
和、インバウンドによる人流の増加
は経済回復に資するものであるが、
養豚生産に甚大な被害をもたらす海
外悪性伝染病の国内侵入を阻止しな
くてはならない。
養豚現場においては豚熱も気にな
るところではある。寒くなるとイノ
シシも暖かい豚舎周辺を闊歩（かっ
ぽ）するので、本格的に寒くなる前
に、衛生管理区域の防護柵の劣化、

不具合、豚舎への野生動物、野鳥等の
侵入の有無の再点検、補修を行いたい
ものである。
農水省は特定家畜伝染病防疫指針の
一部変更に向けた協議を開始した。豚
熱のワクチン接種を確実に行うため、
「適時・適切なワクチン接種」「ワク
チンの厳格な管理」を担保することの
重要性から、ワクチン接種を行う飼養
衛生管理者の登録を行い、事前研修で
技術を習得し、接種実績報告等のルー
ルを明確化した上で、農場を認定する。
今後、パブリックコメント等を行い、

１２月下旬を目途に防疫指針が改定さ
れ、飼養衛生管理者によって適時・適
切なワクチン接種が可能となる。
新型コロナウイルス感染者数も全国
的に増加し、第８波に入ったとも言わ
れており、基本的な感染予防対策は引
き続き実施したい。いずれにしても、
年末年始は人、豚ともに事故なく過ご
し、良い年を迎えたいものである。

（全開連参事 臼井靖彦）

中野さ
ん（北

海
道）収益性評価で大臣賞

全国酪農青年女性 酪農発表大会

写真提供：株式会社中野牧場

梅酢ディッピングで乳房炎予防
ヨード薬剤より７割コスト削減

養豚場で薬剤耐性大腸菌出現
抗菌剤の慎重使用徹底を

梅
酢
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農水省は１２月９日、２１年（１～１２月）
の肉用牛生産費の調査結果を公表し
た。１頭当たり資本利子・地代全額算
入生産費（以下、全算入生産費）は、
前年度に比べ、乳用雄肥育牛、交雑種
肥育牛、去勢若齢肥育牛・子牛（肉専
用種）で増加した。
物財費のうち飼料費の増加が主な要
因。もと畜費が全体的に減少したもの
の、飼料費の高騰などにより、依然と
して出荷までの諸費用が生産者の重い
負担となっている。
１経営体当たりの販売頭数は、去勢
若齢肥育牛（肉専用種）を除き、前年
に比べ増加している。

乳用雄肥育牛

全算入生産費は５８万６３８円（前年比
６．５％増）となった。物財費のうち、飼
料費は２５万７２４３円（１８．５％増）、敷料費

も１万５３１８円（３３．９％増）と増えたこと
が影響している。素畜費は２５万７０８４円
（３．０％減）だった。
１頭当たり販売価格（販売時月齢

２０．４ヵ月、前年比１．０％減）は５０万７１４２
円（１．９％増）とやや増加した。１経営
体当たり販売頭数は１５４．２頭（２．９％増）
と増加し、１頭当たり投下労働時間は
１２．４０時間（３．８％減）となった。

交雑種肥育牛

全算入生産費は８４万７１４６円（前年比

２．３％増）となった。物財費のうち、飼
料費は３３万３８４３円（１５．７％増）、敷料費
も１万１６６円（１２．９％増）と増えたこと
が影響している。素畜費は４２万８８９８円
（５．８％減）だった。
１頭当たり販売価格（２６．１ヵ月、前
年比０．４％増）は７７万５４１８円（１２．１％増）
と大きく増加した。１経営体当たり販
売頭数は１２５．５頭（６．５％増）と増加し、
１頭当たり投下労働時間は２１．９６時間
（５．０％減）となった。

子牛（肉専用種）

全算入生産費は７１万２２１０円（前年比
７．３％増）となった。飼料費が２７万２３０２
円（１４．４％増）など、物財費が増加し
たことによる。
１頭当たり販売価格（９．３ヵ月齢、同）

は７１万８３５０円（９．１％増）と増加した。
１経営体当たり子牛販売頭数は１３．５頭
（０．７％増）とやや増加し、１頭当たり
投下労働時間は１２１．０７時間（０．３％増）
となった。

去勢若齢肥育牛（肉専用種）

全算入生産費は、１３６万９６３４円（前年
比２．５％増）となった。素畜費が８１万
８４２２円（１．４％減）と減少した一方で、
飼料費が３８万３７５９円（１４．７％増）と増え
たことなどによる。
１頭当たり販売価格（２９．７ヵ月齢、

０．３％減）は１３６万３４円（１２．８％増）と大
きく増加した。１経営体当たり販売頭
数は４０．７頭（３．８％減）と減少し、１頭
当たり投下労働時間は５１．５１時間
（１．４％増）となった。

牛は、反すう胃内微生物によってコ
バルト（以下、Co）を構成成分とする
ビタミンＢ１２（以下、ＶＢ１２）を合成し
ている。Co欠乏時にはＶＢ１２欠乏が生
じる。ＶＢ１２欠乏は体重増加抑制などを
引き起こすため、肥育牛にとって無視
できない問題である。
京都大学の研究グループは、黒毛和
種去勢肥育牛に対する Co 補給が、体
重増加量、飼料摂取量に及ぼす影響を
調査した。
〈方法〉
京都大学大学院農学研究科附属牧場
（京丹波町）で飼養している、黒毛和
種去勢肥育牛（２２ヵ月齢）を７頭（６２０
±３０kg）供試した。
配合飼料（表）及び稲わらを採食状
況に応じて、残飼が最小限になるよう
にドアフィーダーを使って個別給与し
た。
また、試験開始１ヵ月後から３ヵ月

間は１頭当たり１．６６mg／日の Co を、
硫酸コバルトを含む製剤として配合飼
料とともに給与した（Co 含量が乾物
当たり０．０７→０．２５mg／kgに増加）。
試験期間中の配合飼料と稲わらの摂
取量および体重を測定し、各月の１日
あたりの飼料摂取量、増体量、飼料要
求率を算出した。
〈結果〉
稲わら摂取量は Co 補給の影響を受
けなかったが、補
給開始後速やかに
配合飼料摂取量は
増加し、試験終了
時まで増加は継続
した（図）。
また、試験最終
１ヵ月間では Co
補給による日増体
量の増加が認めら
れた。

これらの結果か
ら、補給前は Co が
不足していた可能性
があり、補給によっ
て Co 欠乏が解消さ
れたことが示唆され
た。
一方、補給は飼料
要求率に影響しなか
った。ＶＢ１２欠乏によ
り生じる体重増加抑
制には、飼料摂取量
の減少が大きく関与していると考えら
れた。

◇ ◇
肥育牛のコバルト欠乏は、飼料の食

い込み減による増体の抑制につながる
ため、効率的な飼養に努め、その不足
には十分注意したい。

農畜産業振興機構は１２月９日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２２年１０月分、概算払い）
を公表した。乳用・交雑種で標準的販
売価格が標準的生産費を下回ったた
め、引き続き交付が行われる。肉専用

種は３０都道県で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が３万７０６３．１円（前月は４万４５８．６
円、確定値）、交雑種は４４６８．７円（前
月は２万１５５７．７円、確定値）。
前月分と比べると、飼料費が乳用種
・交雑種ともに増加しているものの、
販売価格の増額が上回ったため、交付
金は減額となった。

牛伝染性リンパ腫ウイルスの感染
による牛伝染性リンパ腫（以下、
EBL）の発生が増加傾向にある。
EBL発症牛は淘汰の対象となり、全
廃棄となる。EBLは感染後、発症ま
で３年以上かかるため、全廃棄はそ
れまでに要した膨大な経費や時間が
無駄になる。しかし、EBLの感染か
ら発症までのプロセスは不明点が多
く、予測方法も存在していなかった。
北海道大学など５団体の研究グル
ープは、ウイルス感染細胞の解析技
術を開発し、牛伝染性リンパ腫の診
断と発症予測に成功した。
同研究グループは、試薬キットの

市販化を目指して研究開発を進めてい
る。また、開発技術を用いた「牛のが
ん検診」の実用化を目指し、獣医師、
農家などと連携し、診断法の大規模な
実証研究を進めている。実用化すれば、
発症ハイリスク牛の摘発・隔離と優先
淘汰が進み、農場における EBL 発生
を未然に防ぎ、畜産被害の軽減と生産
性を向上させることができると期待さ
れている。

配合飼料内容（乾物％）
配合割合

一般フスマ １４
生米ヌカ ９
大豆粕 ５
大麦（圧片） ３８
トウモロコシ（圧片） ３２
炭酸カルシウム １
食塩 １
計 １００

含量＊

粗タンパク質 １４．０
可消化養分総量 ８４．６
＊：日本標準飼料成分表
（２００９年版）⑷を用いて推計

２０２１年 肉用牛生産費（１頭当たり） （円、％）

区 分 乳用雄肥育牛 交雑種肥育牛 肉専用種
子 牛 去勢若齢肥育牛

金 額 前 年 比 金 額 前 年 比 金 額 前 年 比 金 額 前 年 比
物 財 費 ５５９，０７４ ７．３ ８０８，８０２ ２．８ ４６６，０６９ １０．４ １，２８６，４９８ ３．２
う ち 素 畜 費 ２５７，０８４ △３．０ ４２８，８９８ △５．８ ８１８，４２２ △１．４
う ち 飼 料 費 ２５７，２４３ １８．５ ３３３，８４３ １５．７ ２７２，３０２ １４．４ ３８３，７５９ １４．７
労 働 費 ２１，２９９ △７．１ ３７，０２９ △４．９ １８０，６５３ △１．７ ８１，５６９ ０．１
費 用 合 計 ５８０，３７３ ６．７ ８４５，８３１ ２．４ ６４６，７２２ ６．７ １，３６８，０６７ ３．０
生 産 費
（副産物価額差引） ５７２，４８４ ６．４ ８３６，１０２ ２．３ ６２０，２９６ ６．６ １，３５２，６９７ ２．７

全 算 入 生 産 費 ５８０，６３８ ６．５ ８４７，１４６ ２．３ ７１２，２１０ ７．３ １，３６９，６３４ ２．５
（農水省の資料から）

２１年 肉用牛生産費

交雑・乳用・肉用種肥育牛で増加
飼料費増加が影響

黒毛肥育でコバルト欠乏の可能性も
濃厚飼料多給時に補給を

今後の展望牛リンパ腫発症予測方法開発
畜産被害の軽減に向けて

北海道大学などの研究グループの資料から

乳用・交雑種で発動継続
牛マルキン１０月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

外食・ホテル需
要が回復傾向で
相場は強含み

１１月は牛肉の需要期入りで引き合い
が強まった。枝肉共励会などの開催も
多くなり、東京市場の各品種の枝肉相
場は強もちあいの展開となった。
【乳去勢】１１月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１１４６円（前年同月比１１１％）
となり、前月に比べ１０５円上げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１２月の乳用種の全国出荷頭数は２
万７２００頭（９９％）で前年同月を下回る
と見込んでいる。
【Ｆ₁去勢】１１月の東京市場の交雑種

（Ｆ₁）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ
３が１５２３円（前年同月比１０５％）、Ｂ２は
１３４０円（１０７％）となった。前月に比べ、
Ｂ３は２円上げ、Ｂ２は１０円下げた。
同機構は１２月の交雑種の全国出荷頭
数を２万６千頭（１２２％）と、引き続き
前年同月を大きく上回ると予測してい
る。
【和去勢】１１月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２３９４
円（前年同月比９７％）､Ａ３は２１７５円
（９８％）となった。前月に比べ、それ
ぞれ５４円、５７円上げた。
同機構は１２月の和牛の全国出荷頭数
を５万１６００頭（１０９％）と増加に転じる
と見込んでいる。牛全体の出荷頭数は
１０万６５００頭（１０９％）で前年同月をかな
りの程度上回ると予測している。

【輸入量】同機構は１２月の輸入量を
総量で４万５６００ｔ（前年同月比１００％）
と予測。内訳は冷蔵品１万８千ｔ
（８７％）、冷凍品２万７６００ｔ（１１１％）。冷
蔵品は、現地価格の高止まりや為替の

影響等により、前年同月を
かなり大きく下回ると予
測。冷凍品は、前年同月の
主要国からの輸入量が少な
かったことや、冷蔵品から
の代替需要もあり、前年同
月をかなりの程度上回ると
予測。輸入品と国産品を合
わせた出回り量は７万９２００
ｔ（９６％）と見込んでいる。
政府の全国旅行支援や、
新型コロナウイルスの水際
対策の緩和によるインバウ
ンド（訪日外国人客）の増
加などで、外食店やホテル
の需要が回復傾向にある。
食料品価格などの相次ぐ値

上げで消費者の節約志向は高まってい
るものの、年末年始向けの需要の増加
が期待できる。出荷頭数が増加傾向の
一方、競合する輸入冷蔵品の減少が予
測されている。各品種の相場は強含み
の展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１０００～
１１００円、Ｆ₁去勢Ｂ３が１４５０～１５５０円、
Ｂ２は１３００～１４００円、和牛去勢Ａ４が
２４００～２５００円、Ａ３は２１５０～２２５０円で
の相場展開か。

需要増、出回り
量減で強もちあ
いの相場展開か

１１月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５６７円（前年同月比
１１５％）、中物は５５７円（１２１％）となっ
た。前月に比べ、それぞれ４６円、３８円
下げたものの、上物、中物ともに、月
を通じて５００円台の安定した価格で推
移した。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、１２月は１４７万７千頭（前年同月比
９８％、平年比１００％）、来年１月は１４２万
２千頭（９９％、１００％）と前年同月を下
回って推移する見込み。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１２月の輸入量は総量で７万５２００ｔ
（前年同月比１０１％）の見込み。内訳は

冷蔵品３万２千ｔ（１０５％）、冷凍品４
万３２００ｔ（９９％）。冷蔵品は、前年同
月のカナダから輸入量が洪水の影響で
少なかったこと等により、前年同月を
やや上回ると予測。冷凍品は、北米の
現地価格の高止まりや為替相場の変動
等から、前年同月をわずかに下回ると
予測。輸入品と国産品を合わせた出回
り量は１５万９９００㌧（９７％）と見込んで
いる。
寒さが厳しくなり、鍋物需要が高ま
っている。年末年始向けの需要も伸び
る。出荷頭数が前年を下回って推移す
ると予測されていることもあり、相場
は強もちあいの展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５８０～６００円、
中物は５５０～５７０円での相場展開か。

スモール・乳素
牛もちあい、和
子牛は小幅高か

【スモール】１１月の全国２２市場の１
頭当たり税込み平均取引価格（農畜産
業振興機構調べ、月末の取引結果を除
く暫定値）は、乳雄が２万５４１８円（前
年同月比２７％）、Ｆ₁（雄・雌含む）は
９万４８４１円（５７％）だった。前月に比
べ、それぞれ４８０７円、３７１０円上げた。両
品種とも２ヵ月連続で前月を小幅なが
ら上回った。
生産資材価格の高騰が依然として続
いていることから、両品種ともスモー
ル価格はもちあいで推移か。
【乳素牛】１１月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１４万３８９７円（前年同月比５９％）、Ｆ₁去

勢は３６万４１３６円（９６％）だった。前月に
比べ、それぞれ２万６７５円、１万１６５９円
上げた。取引頭数の多い北海道で、両
品種とも上げの相場展開となった。
両品種の枝肉相場は概ね堅調に推移
すると見込まれることから、素牛価格
はもちあいか。
【和子牛】１１月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６７万１３１０円（前年同月比８５％）となっ
た。前月に比べ２万５３６５円上げた。北
海道で値を下げたが、九州地区をはじ
め西日本では上げの相場展開となっ
た。全国平均は８ヵ月ぶりに前月を上
回った。
肥育牛出荷で空いた牛房への導入が
引き続き見込めるが、生産資材価格の
高騰により、子牛価格は小幅な上げに
とどまるか。

農畜産業振興機構が１２月７日に公
表した牛肉需給表などによると、２２
年４～１０月累計の牛肉生産量、国産
品の推定出回り量（消費量に相当）
は、どちらも前年同期を上回った。
だが、輸入品の推定出回り量は前年
同期を下回り、１０月末の推定期末在
庫量は前年同期に比べると、大きく
増えている。
４～１０月累計の生産量は前年同期
比３．３％増の１９万７８４４ｔ（部分肉ベー
ス、以下同じ）だった。品種別にみ
ると、乳用種は１．８％減の４万９１９６ｔ
（うち去勢は１０．７％減の２万５４８６
ｔ）、交雑種は１０．４％増の５万２０５７
ｔ、和牛は２．７％増の９万３５７５ｔ。交
雑種は１４ヵ月連続で前年同月を上回
っている。
輸入量は前年同期比０．６％増の３７

万９６４ｔだった。内訳は冷蔵品が

１８．６％減の１３万４３５４ｔ、冷凍品が
１６．２％増の２３万６４２９ｔ。主要国をみる
と、米国産は１．３％増の１４万７４９９ｔ、豪
州産は６．９％減の１３万８１６４ｔ。カナダ産
は５．１％増の３万２６２７ｔ、ニュージーラ
ンド産は７．５％増の２万５３７ｔと、それ
ぞれ増えている。
推定出回り量は５２万７３１０ｔ。新型コ
ロナウイルスの感染拡大に伴う緊急事
態宣言などの影響を受けた前年同期に
比べ０．３％増とわずかながら上回った。
うち国産品は４．７％増の１９万３５４２ｔと、
前年同期をかなり上回った。外食仕向
け率が高い輸入品は２．０％減の３３万
３７６８ｔだった。
その結果、推定期末在庫は１１．８％増
の１６万４９４７ｔと前年同期を大きく上回
った。内訳は国産品が１０．４％減の１万
３０９６ｔ、輸入品が１４．２％増の１５万１８５１
ｔとなっている。

１１月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 701 670 313 303 133，260 120，092 426 396
Ｆ₁去 1，548 1，739 331 332 372，425 363，805 1，125 1，096
和去 2，243 1，365 329 330 727，287 752，503 2，211 2，280

東 北
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 5 2 269 293 179，080 185，900 666 634
和去 2，694 2，308 322 323 665，414 656，873 2，068 2，035

関 東
乳去 45 2 334 294 289，887 77，000 868 262
Ｆ₁去 118 179 346 350 372，583 357，721 1，078 1，023
和去 759 820 315 323 678，981 704，566 2，154 2，179

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 69 93 256 280 700，062 626，953 2，735 2，239

東 海
乳去 5 6 268 283 210，980 217，617 787 769
Ｆ₁去 36 57 325 317 332，414 309，602 1，023 977
和去 463 245 276 262 685，259 647，088 2，481 2，470

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 417 382 263 261 790，470 759，138 3，009 2，906

中 四 国
乳去 56 56 279 279 157，457 152，193 564 545
Ｆ₁去 285 293 345 351 336，461 328，525 977 937
和去 797 527 304 302 654，028 612，901 2，150 2，029

九州・沖縄
乳去 6 7 284 307 109，267 125，243 385 408
Ｆ₁去 429 398 339 340 355，108 325，236 1，048 956
和去 10，301 8，962 296 300 655，792 618，821 2，213 2，065

全 国
乳去 813 741 311 301 143，897 123，240 463 409
Ｆ₁去 2，421 2，668 334 336 364，136 352，477 1，090 1，049
和去 17，743 14，702 304 306 671，310 645，945 2，208 2，111

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。―は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

生産量・国産品出回り量が増加
２２年４～１０月の牛肉需給実績
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